実習課題21

～アルゴリズムの理解と比較～

年
組
番氏名





目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	データから必要な値を探し出すことを探索といいます。コンピュータは膨大な数のデータの中から必要なデータを一瞬のうちに探し出します。コンピュータの中ではどのようなことが行われているのでしょう。


はじめに

1. お年玉つき年賀状や宝くじ、当選しているかどうか調べるのにはどうしていますか？１枚１枚あたり番号と比較しているのではないでしょうか。数十枚の年賀状なら１枚１枚比較しても時間はかからないでしょう。しかしこれが１万枚といった数だったらどうでしょう。時間がかかるだけでなく、間違いも起こりやすくなります。時間短縮をする何かいい方法はないでしょうか。

2. コンピュータに作業を行わせるためにはその手順をコンピュータにわかるように示さなければなりません。線形探索と二分探索について調べ、どのように手順を示せばよいのか考えてみよう。

実習方法

1. 探索のアルゴリズムとして線形探索と二分探索について調べ、特徴を理解する。

参考
http://www.ann.hi-ho.ne.jp/~syun/sort/
2. 課題ファイルの比較回数調べのシートを用い、探索するキーを変えて、アルゴリズムの動作の確認をする。


課題ファイル　tansaku.xls
3. 探索するキーの値を変え、アルゴリズムにより比較回数が異なることを調べる。

4. アルゴリズムによる比較回数の違いを報告書にまとめる。

報告書の作成
～各自次の項目について報告書を作成すること～

1. 線形探索とはどのような探索方法かその特徴を述べよ。
	先頭から順にデータを比較しながら、探す方法で逐次探索とも呼ばれる。新しいデータを追加する場合は並べ替える必要がないため、末尾に加えるだけでよい。


2. 二分探索とはどのような探索方法かその特徴を述べよ。
	前もって大きい順（または小さい順）に整列されたデータについて、中央の値を調べ比較することにより、探索の範囲を絞込み、これを繰り替えしながら該当するデータを探す。


3. アルゴリズムによる比較回数の違いをまとめなさい。

	


4. 線形探索、二分探索それぞれをフローチャートで示しなさい。
	


確認テスト
問題

線形探索・二分探索にについて、探索に失敗した場合（求める値がデータの中になかった場合）、探索に要する回数は何回になるか、それぞれについて答えよ。ただし、元となるデータの総数はｎ個とする

線形探索〔ｎ回〕

二分探索〔ｌｏｇ２ｎ回〕

問題

線形探索のアルゴリズムをフローチャートで示しなさい。






問題

二分探索の処理手順を文章で示しなさい。

1. 検索値ken＝”
”、下限の値low＝”０”、上限の値high＝”
”を設定する。

2. 中間点（ｎ）を(low+high/2)で求める（小数点以下切り捨て）。

3. 中間点（ｎ）を添字とするデータの値(Ａ(ｎ))と検索値”ken”を比較。

・Ａ(ｎ)＝kenの時
添字の値を表示して処理を終了。

・Ａ(ｎ)＞kenの時
中間点ｎ＝high

・Ａ(ｎ)＜kenの時
中間点ｎ＝low
4. Ａ(ｎ)＝kenになるまで２，３を繰り返し。

5. Low>highになったらエラー出力して処理を終了
問題

キャベツ・ウサギ・キツネを舟に乗せて対岸に渡したい。船には船頭の他には1つのものしか乗せることはできない。また、ウサギはキャベツを、キツネはウサギを食べてしまうので、船頭がいないところではウサギとキャベツ、キツネとウサギを一緒にしておくことはできない。船頭はキャベツ・ウサギ・キツネを無事対岸に渡すことができるか。渡すことができるのならその手順を簡単に示せ。

1 ウサギを対岸に渡す。

2 空荷で戻る。

3 キツネを対岸に連れて行く。

4 帰りにウサギを連れて帰る。

5 キャベツを対岸に渡す。

6 空荷で戻る。

7 ウサギを対岸に渡し、完了。

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）

	探索とはなにか説明できた。
	

	アルゴリズムとはなにか説明できた。
	

	線形探索とはどのような探索方法かのべることができた。
	

	二分探索とはどのような探索方法か述べることができた。
	

	線形探索の特徴を述べることができた。
	

	二分探索の特徴を述べることができた。
	

	線形・二分探索以外の探索方法をあげることができた。
	

	線形・二分探索の処理手順を箇条書きにすることができた。
	

	線形・二分探索の処理手順をフローチャートで示すことができた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	比較回数調べのシートを用い、探索するキーを変えて、アルゴリズムの動作の確認ができる。
	
	

	
	線形探索、二分探索以外の探索のアルゴリズムについて調べることができる。
	
	

	思考･判断
	同じ問題解決にも複数のアルゴリズムが存在することに気づき、それぞれの特徴を述べることができる。
	
	

	
	状況に応じ、どのアルゴリズムを選択したらよいか、その理由とともに述べることができる。
	
	

	技能･表現
	探索する値を変え、アルゴリズムにより比較回数が異なることを調べることができる。
	
	

	
	探索を行うプログラムを作成し、実行することができる。
	
	

	知識･理解
	アルゴリズムとは何か、またなぜアルゴリズムが必要か理解できる。
	
	

	
	線形探索と二分探索のアルゴリズムを理解し、アルゴリズムにより効率が異なることに気づくことができる。
	
	


配列データ”A(ｎ)”を設定、検索キー値”ken”設定





始め





探索の範囲ｎは１からｘ
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A(n)を表示
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探索失敗を表示
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